
学校教育目標 「失敗を恐れず挑戦し続ける、心豊かな子どもの育成」
令和８年８月２５日（火）No.１２

文責：校長 藤田 元之
浅小ＨＰ

合言葉「浅内小は家族」

３２日間の夏休みが終わり、今日から２学期が始まりま
した。始業式で久しぶりにそろった子どもたちの表情から
は、それぞれに充実した夏休みを過ごしてきたことが伝わ
ってきました。元気な姿で学校に戻ってきてくれたこと
を、うれしく思います。
始業式では、１学期の終業式で話した「命を大切にする

こと」「何かに挑戦すること」を振り返りました。また、
２学期に頑張ってほしいこととして、「苦手なことにも挑
戦すること」について話しました。
今回は、６年生から、苦手なことにどのように向き合

い、取り組んでいるのかを紹介してもらいました。それぞ
れの経験を聞くことで、「苦手だからあきらめる」のでは
なく、「どうしたらできるようになるか」を考えながら挑
戦することの大切さを感じてもらえたことと思います。
学校は、成功の練習（経験）をする場所であると同時

に、失敗の練習（経験）をする場所でもあります。やって
みて、うまくいかないことがあっても大丈夫です。失敗し
たら、もう一回やってみてほしいと思います。２学期も、
子どもたちが失敗を恐れず、一歩踏み出して挑戦する姿を
大切にしていきたいと思います。
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１年生と４年生の代表４人が、夏休みの思い

出を堂々と発表しました。

Tさん：家族とザ・ブーンに行ったことが楽

しかった。

Mさん：よさこいで踊ったのが楽しかった。

Fさん：学童のなつ祭りが楽しかった。

Mさん ：海で泳いだことが楽しかった。

Kさん：ザ・ブーンで流れるプールで泳いだこ

とが楽しかった。

Aさん：東京で、おいしいオムライスを食べた

のが心に残っている。

Hさん：ちびっこ公民館で、大館少年自然の家

に泊まり、カレーをつくったのが楽しかった。

Kさん：４年生の友だちと、ゲームやバレーボ

ールをしたのが楽しかった。



夏休み中、15日間のプール開放を行いました。多くの子

どもたちが訪れ、友達と泳いだり遊んだりしながら、プー

ルでの時間を楽しみました。

中には、夏休みの間にどんどん泳ぎが上達した子もいま

した。「10ｍ泳げるようになりたい」など、めあてをもっ

て練習に取り組んだ成果です。２学期の水泳学習でも、夏

休みに身に付けた力を発揮してほしいと思います。

暑い中、プール開放を支えてくださった安全監視員の皆

様のおかげで、子どもたちが安心してプールを楽しめまし

た。本当にありがとうございました。

Gさん

~~監視員の皆様~~

鎌田 愛さん、佐々木悦子さん、佐藤 夏子さん

原田千代子さん、平川 直善さん（五十音順）

夏休み中の１コマ

７月28日（火）、６年生のK＊ ＊さん、Y＊

＊＊さんが、能代図書館で「一日図書館員」を

体験しました。図書の貸し出し等、図書館のさ

まざまな仕事を体験し、利用する側から「支え

る側」へと視点を広げる貴重な機会となりまし

た。

また、段ボールを活用した「ひとはこ図書

館」では、Gさんが「ぶきみな図書館」、Kさん

が「生きもの図書館」を企画。テーマに合わせ

て本を選び、手に取ってもらえるよう工夫して

展示しました。

本の魅力や、人に本を紹介する楽しさを感じ

る一日となりました。貴重な機会をいただいた

能代図書館の皆様、ありがとうございました。
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２学期から、外国語の勉強を教えて
くれる新しいALTの先生です。アメリ
カのN.Yから来ました。国際教養大に短
期留学に来たこともあります。アニメ
のハイキューが大好きとのことです。
アラーナ先生にたくさん質問して、仲
良くなってほしいと思います。

28日（金）、「学校の取組に関する保護者アンケート」を
TETORUで配信します。GoogleForm（スマートフォン等）
で回答する形で行いますので、御協力をお願いします。
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能代図書館一日図書館員


